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序章 福祉人材育成を取り巻く環境と課題  
第１節 研究の背景  
第２節 本研究の位置づけ  
第３節 研究の主題と方法  
第４節 論文の構成と各章の概要  
 
第１章 福祉の仕事の特性と職場研修の限界  
第１節 人材育成の歴史  
第２節 福祉人材育成に関する政策と職場研修の導入  
第３節 福祉の仕事の特性  
第４節 職場研修の限界と分析枠組みとしてのカリキュラムマネジメント  
 
第２章 カリキュラムデザインの視点からみた福祉の職場研修  
第１節 人材育成の体系化と研修カリキュラム  
第２節 カリキュラムデザインの理論と方法  
第３節 カリキュラムデザインを応用した福祉の職場研修カリキュラム構築方法の検討
  
第３章 福祉の職場研修における実態と課題  
第１節 社会福祉施設・機関における職場研修の実態  
第２節 社会福祉施設・機関における職場研修のキャリアパスに関する課題  
第３節 都道府県社会福祉研修実施機関における職場研修の実態  
第４節 都道府県社会福祉研修実施機関における研修体系に関する課題  
  
第４章 カリキュラムデザインによる福祉の職場研修カリキュラムの構築の実際  
第１節 モデル事業の概要  
第２節 福祉の職場研修カリキュラムにおけるシークェンスの検討  
第３節 福祉の職場研修カリキュラムにおけるスコープの検討  
 
第５章 福祉の職場研修カリキュラムマネジメントの実際  
第１節 福祉の職場研修カリキュラム構築プロセスの評価  





第４節 福祉の職場研修カリキュラム導入後の効果と今後の課題  
 
第６章 福祉の職場研修におけるカリキュラムマネジメントの可能性  
第１節 カリキュラムマネジメントの視点からみた本研究における効果と課題  
第２節 福祉の職場研修カリキュラムマネジメントサイクルの試み  
 



































































































































































































































































































































































































・申請者による発表   ：40分 
・指定討論者（外部副査）との討論 ：60分 
・会場との質疑応答   ：20分 
《審査結果》 
・研究科委員会での審査の結果、永田理香氏に博士（コミュニティ福祉学）の学位を授
与することを可とすることに全員一致で判定 
